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平
和
湖（

４
㌻
地
図
⑤
）

「
平
和
湖
」
は
昭
和
三
十
年
に

完
成
し
た
砂
防
ダ
ム
「
平
和
ダ

ム
」
の
上
流
に
で
き
た
小
さ
な

人
造
湖
で
す
。
水
深
は
砂
れ
き

な
ど
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
年
々

浅
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
湖
で
は
な
い
た

め
か
、
波
も
無
く
、
た
だ
静
か

に
周
囲
の
自
然
を
そ
の
湖
面
に

映
し
出
し
て
い
ま
す
。

地
下
鉄
発
寒
南
駅
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス
西
野

平
和
線
〔
西
４２
〕
に
乗
り
「
平

和
の
滝
入
口
（
終
点
）」
下
車

（
徒
歩
２５
分
）。

平
和
の
滝

（
４
㌻
地
図
⑥
）

手
稲
山
の
す
そ
野
に
あ
る
平

和
の
滝
は
、
手
稲
山
登
山
口
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
て
、
休
日

に
は
、
大
勢
の
登
山
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
日
は

人
も
ま
ば
ら
で
、
滝
口
へ
降
り

て
い
く
と
水
が
落
ち
る
涼
し
げ

な
音
や
木
々
の
葉
が
触
れ
合
う

音
、
葉
の
間
を
縫
う
よ
う
に
こ

ぼ
れ
て
く
る
太
陽
の
光
が
、
時

間
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

地
下
鉄
発
寒
南
駅
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス
西
野

平
和
線
〔
西
４２
〕
に
乗
り
「
平

和
の
滝
入
口
（
終
点
）」
下
車

（
徒
歩
３０
分
）。

二
カ
月
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介

し
た
「
夏
を
楽
し
も
う
」
は
い

か
が
で
し
た
か
？
私
た
ち
の
こ

ん
な
身
近
に
美
し
い
風
景
や
心

が
ほ
っ
と
す
る
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
夏
、
自
然

豊
か
な
街
「
西
区
」
を
あ
な
た

も
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
び
と
訂
正

広
報
さ
っ
ぽ
ろ
７
月
号
区
民
の
ペ

ー
ジ
３
㌻『
山
の
手
草
ぶ
え
公
園
』へ

の
交
通
手
段
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〈
訂
正
箇
所
〉

誤

『
Ｊ
Ｒ
バ
ス
新
琴
似
線
〔
北

４６
〕
か
琴
似
西
野
線
〔
西
２９
〕
に

乗
り
〜
』

↓

正

『
Ｊ
Ｒ
バ
ス
琴
似
西
野
線
〔
西

２９
〕
に
乗
り
〜
』

※
「
新
琴
似
線
〔
北
４６
〕」は
、「
山
の

手
３
条
８
丁
目
」
を
通
り
ま
せ
ん
。

▲

平
和
の
滝
。
手
稲
山
登
山
の
名
所
の
一
つ

▲平和湖。鏡のような水面には豊かな

緑が映しだされる
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